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研究成果の概要（和文）： 
我々は、成体腎臓から得られた腎臓幹/前駆細胞を使用して三次元培養することにより腎臓の最

小構成単位であるネフロン構造を試験管内で作成することに成功したが、遺伝子学的にも胎生腎

臓との比較検討をすることにより、再生研究の基礎的な検討を行うものである。成体腎臓幹/前

駆細胞から腎臓構造再構築と発生腎である胎生13日腎、胎生17日腎、成体腎との遺伝子発現につ

いてDNAアレイにて解析を行った。遺伝子学的に発生腎とほぼ同じ程度の一致率が見いだされ、

顕微鏡レベルの構築のみならず、遺伝子発現などにおいても発生と同様の遺伝子発現と近似して

いることが確認された。しかし、形態構築過程との相違もあり、更なる検討が必要と考える。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 We have succeeded to reconstitute the renal structure from renal stem/ progenitor cells 
in Vitro. However, it is unknown whether the gene expression in kidney-like structure 
from renal stem/progenitor cells, in embryonic kidney and in adult kidney is close or 
not. Here we performed to elucidate the concordance rate between the gene expression in 
kidney-like structure and the gene expression in embryonic kidney and adult kidney by 
DNA analysis. The gene expression of kidney-like structure was very close to the embryonic 
kidney, and was on the time course of kidney development. However, it should be analyze 
more detail. 
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１．研究開始当初の背景 

我々は以前成体腎臓幹/前駆細胞について

の発表を行った（FASEBJ, 2005）。その後、

各種腎臓幹細胞様細胞の同様の結果が報告

されてきたが（Gupta S et al. J Am Soc 

Nephrol.2006 他）、細胞療法における効果は

有意な差こそあれ、決定的な腎不全に対する

効果は認められず、現在の腎臓再生研究にお
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いて行き詰まっている感がある。 

 そこで、我々が今回提唱するのは、腎臓再

生医療に対する新たなアプローチである腎

臓作成メカニズムの解明である。元々幹細胞

は臓器を作る元の細胞であるはずであるが、

その様な細胞を用いて実質臓器の再生が行

われたという報告は今までなく、今回我々は

以前作成した腎臓幹/前駆細胞を用いて、腎

臓の再構築を行い、その基礎的な解析を行う

ことにより、腎臓再生機構を解明し、腎臓再

生医療への新たな道筋をつくるものである。 

 

２．研究の目的 
本研究は、成体腎臓から得られた腎臓幹/前駆

細胞を使用し、三次元培養することにより腎

臓の最小構成単位であるネフロン構造を作成

することに成功したが、その各部セグメント

への分化について基礎的な解析を行い、胎生

腎臓との比較検討をすることにより、発生・

再生との相違点を見出し、再生研究の基礎

的な検討を行うものである。 

 

３．研究の方法 
成体腎臓幹/前駆細胞（KS細胞）から腎臓構造

再構築を行い、その遺伝子発現と発生腎であ

る胎生13日腎、胎生17日腎、成体腎（12週齢

ラット腎）との遺伝子発現についてDNAアレイ

にて解析を行った。 

 

４．研究成果 

遺伝子発現は成体腎臓に発現する腎臓関連遺

伝子9265遺伝子を基準とし、構築経過におい

て、胎生13日腎では56.9%の一致率、胎生17

日腎では60.7%の一致率であるのに対し、腎臓

構造体培養３Wでは64.3%の一致率であった。

また、NephrinやAQP-1,2など腎機能的遺伝子

発現も発生腎と同じく腎臓構造体における遺

伝子発現も向上しており、顕微鏡レベルの構

築のみならず、遺伝子発現などにおいても発

生と同様の遺伝子発現と近似していることが

確認された。 

 本結果により、発生過程での遺伝子発現と

発生過程での遺伝子発現は近似していること

が認められた。しかし、個々の遺伝子発現に

ついての検討はまだであり、今後とも詳細な

検討が必要と考える。 
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